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□平成 24 年度鹿追町「01 農業塾」開講式 

□第 2 回鹿追町議会定例会

□アート・キッズ・クラブ □ 2012 春

季北海道エンデュランス馬術大会 〜24

日まで

□第 12 回農業委員会総会 □平成 24 年

度第Ⅰ期常設展神田日勝と静物 ~10/21

□郷土資料保存館オープン □第 62 回社

会を明るくする運動「ファミリー夕食

会」

□法務大臣感謝状伝達式

□ストニィプレイン町交換留学生・友

好訪問団来町

□鹿追保育園運動会 □第 41 回白蛇姫

まつり

□第 56 回鹿追町デーリィフェスティバル 

□第 18 回危険業務従事者叙勲受章伝達

式 □ストニィプレイン町交換留学生等

友好訪問団歓迎会

□アート・キッズ・クラブ

　７月９日、元消防署長の桑田良一さんへの「第
18回危険業務従事者叙勲受章伝達式」が役場応
接室で行われました。
　桑田さんは、昭和47年より消防吏員として37
年間の永きにわたり、多くの経験と知識を生かし
災害の軽減、消防職員・団員の資質向上、消防施
設の整備拡充を図るなど鹿追消防の発展に大きく
貢献されました。十勝総合振興局松橋副局長より
勲章が手渡され、ねぎらいの言葉が送られました。

元消防署長桑田良一さん
危険業務従事者叙勲受章top

ics

　７月８日、「第56回鹿追町デーリィフェスティ
バル」（町、JA鹿追町主催）が町共進会場で開催
されました。
　クラス別乳用牛の審査には、41頭が出品。（学）
八紘学園北海道農業専門学校勤務の田健一郎氏が
審査員を行い、町産業研修生の若澤遙さんがデー
リィプリンセスを努め、表彰などに花を添えまし
た。また、幼児・小学生を対象としたバター作り
体験、農畜産物の販売やジャッジングコンテスト
なども行われ、多くの方が来場しました。

自慢の乳牛41頭が出品
第56回デーリィフェスティバルtop

ics

７月７日、「第41回白蛇姫まつり」（町観光協会
主催）が、然別湖畔で開催されました。
霧雨の中、鹿追中・瓜幕中・鹿追高校、続いて
陸上自衛隊第５音楽隊による吹奏楽を演奏。２匹
の子蛇と町白蛇姫舞保存会の中・高生による子ど
も白蛇舞（写真）、帯広カムイトウウポポ保存会
による「神々の祈り」（カムイ・ノミ）の後、「湖
水渡り」で幻想的な霧の湖面から２匹の白蛇が登
場。舞台いっぱいに踊る白蛇姫舞に観客は魅了さ
れました。その後ムックリ演奏、アイヌ民族舞踊
が披露されました。

霧の中で幻想的に舞う白蛇
第41回白蛇姫まつりtop

ics
８
月
は
「
北
方
領
土
返
還
要
求

運
動
強
調
月
間
」
で
す 

企
画
財
政
課 

広
報
広
聴
係

　

我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
択

捉
、
国
後
島
、
色
丹
島
お
よ
び
歯

舞
群
島
か
ら
な
る
北
方
四
島
の
早

期
返
還
の
実
現
に
つ
い
て
は
、
道

民
は
も
と
よ
り
国
民
の
長
年
に
わ

た
る
悲
願
で
す
。

　

道
で
は
、
一
日
も
早
い
北
方
領

土
問
題
の
解
決
の
た
め
、
国
の
外

交
交
渉
を
積
極
的
に
後
押
し
す
る

立
場
か
ら
、
毎
年
８
月
を
「
北
方

領
土
返
還
要
求
運
動
強
調
月
間
」

と
し
て
、
道
、
市
町
村
お
よ
び
北

方
関
係
団
体
が
連
携
し
、
道
内
各

地
で
重
点
的
な
返
還
要
求
運
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。（
８
月
の
強

調
月
間
は
、
１
９
４
５
年
８
月
に

旧
ソ
連
邦
が
当
時
ま
だ
有
効
で

あ
っ
た
日
ソ
中
立
条
約
を
無
視
し

て
対
日
参
戦
し
、
北
方
領
土
問
題

が
発
端
し
た
月
で
あ
る
こ
と
に
由

来
し
て
い
ま
す
）

　

本
年
も
、
８
月
24
日
（
金
）
に

札
幌
市
内
で
「
２
０
１
２
北
方
領

土
返
還
要
求
北
海
道
・
東
北
国
民

大
会
」
が
開
催
さ
れ
る
ほ
か
、
全

道
各
地
で
多
く
の
催
し
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ

北
海
道
総
務
部
北
方
領
土
対
策
本

部
運
動
交
流
グ
ル
ー
プ

☎
０
１
１
（
２
０
４
）
５
０
６
９

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.

pref.hokkaido.lg.jp/sm
/hrt/

hopporyodo/

●
役
場
内
に
「
署
名
コ
ー
ナ
ー
」

を
設
置
し
ま
す

　

８
月
中
は
、
鹿
追
町
役
場
企
画

財
政
課
カ
ウ
ン
タ
ー
に
「
北
方
領

土
返
還
要
求
運
動
署
名
コ
ー

ナ
ー
」
を
設
置
し
ま
す
。
啓
発
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
も
配
置
し
て
い

ま
す
。

●
「
北
方
領
土
の
日
」
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

　

道
で
は
、
２
月
７
日
の
「
北
方

領
土
の
日
」
を
啓
発
す
る
た
め
の

ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

応
募
対
象
：
高
校
生
以
上
の
方
で
、

プ
ロ
・
ア
マ
は
問
い
ま
せ
ん
。

応
募
期
間
：
10
月
31
日
（
水
）
当

日
消
印
有
効

　

詳
し
く
は
、
北
方
領
土
対
策
本

部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

鹿
追
交
通
少
年
団
が
交
通
遺
児

の
た
め
に
募
金
活
動

町
民
課 

住
民
生
活
係

　

７
月
１
日
、
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
夕
食
会
」

会
場
で
、
鹿
追
交
通
少
年
団
（
柳

町
京
那
団
長
・
団
員
16
人
）
が
、

募
金
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
少
年
団
は
、
小
学
校
３
年
生

以
上
の
児
童
よ
り
選
出
さ
れ
、
交

通
安
全
を
広
く
呼
び
か
け
る
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

　

５
回
目
の
活
動
と
な
っ
た
今
年

は
、
４
万
７
０
８
７
円
の
募
金
が

集
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
募
金
は
、
交
通
遺
児
育
英

事
業
基
金
へ
寄
付
さ
れ
、
交
通
事

故
で
親
を
亡
く
し
た
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

災
害
時
に
お
け
る
石
油
類
燃
料
の

供
給
等
に
関
す
る
協
定
締
結
式

　
　
　
　
　

町
民
課 

住
民
生
活
係

　

７
月
11
日
、
帯
広
地
方
石
油
業

協
同
組
合
と
鹿
追
町
の
「
災
害
時

に
お
け
る
石
油
類
燃
料
の
供
給
等

に
関
す
る
協
定
書
締
結
式
」
が
役

場
応
接
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

災
害
時
に
お
け
る
緊
急
車
両
・

避
難
所
・
医
療
機
関
な
ど
へ
の
石

油
製
品
の
優
先
供
給
、
一
時
休
憩

所
と
し
て
の
施
設
、
水
道
水
お
よ

び
ト
イ
レ
の
提
供
な
ど
を
石
油
組

合
が
支
援
す
る
こ
と
に
つ
い
て
町

と
締
結
。
式
に
は
、
帯
広
地
方
石

油
業
協
同
組
合
高
橋
勝
坦
理
事

長
、
同
鹿
追
支
部
大
上
真
秀
支
部

長
ら
が
出
席
し
、
協
定
書
を
交
わ

し
ま
し
た
。
𠮷
田
弘
志
町
長
は「
災

害
時
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
で
き
安

心
で
き
る
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
に
森
末
彰
徳
さ

ん 

が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

町
民
課 
戸
籍
年
金
窓
口
係

　

平
成
24
年
３
月
28
日
開
催
の
平

成
24
年
第
１
回
町
議
会
（
定
例
会
）

に
お
い
て
、
本
年
６
月
30
日
で
任

期
満
了
と
な
る
法
務
大
臣
委
嘱
の

人
権
擁
護
委
員
に
森
末
彰
徳
さ
ん

を
新
任
と
し
て
、
𠮷
田
弘
志
町
長

か
ら
推
薦
に
つ
い
て
の
諮
問
が
あ

り
ま
し
た
。

　

同
日
、
町
議
会
か
ら
適
任
と
の

意
見
を
い
た
だ
き
、
町
で
は
法
務

大
臣
に
対
す
る
推
薦
手
続
き
を
進

め
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
平
成

24
年
７
月
１
日
付
け
を
も
っ
て
法

務
大
臣
よ
り
人
権
擁
護
委
員
と
し

て
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
嘱
の
期
間
は
３
年
間
で
、
任

期
は
平
成
27
年
６
月
30
日
ま
で
と

な
り
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
の
職
務
は
、
離

婚
相
談
な
ど
の
家
庭
内
の
問
題
や

借
地
借
家
の
問
題
、
隣
近
所
の
も

め
ご
と
な
ど
、
相
談
は
無
料
で
難

し
い
手
続
き
も
な
く
、
い
つ
で
も

地
域
住
民
か
ら
の
相
談
に
応
じ
相

談
内
容
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

担
当
課
・
係
か
ら

ひ
と
こ
と

お
知
ら
せ

　 

掲
示
板


